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１

確
か
な
学
力

【経営目標】
基礎・基本を大切にし、「学ぶ楽しさ」「分かった」「できた」という達成感をもたせられる授業づくりを行う

〔本年度の重点〕
自分の考えを整理し、伝える力を伸ばし、基礎・基本の定着を図る

具体的な方策 評価
担
当

分析結果 改善策 学校関係者評価記入欄 学校の見解と
今後の方向性評価 コメント

学級活動をはじめ各教科等で
学び合いを工夫し、言語活動
を充実させる。

研
究

【成果】
・ 各教科で「楽しい」「分かった」という児童の思
いを大切にし、教材研究を進めながら授業改善に努
めている。
・ 校内研究の代表授業を通して、児童が主体的に話
し合い活動に参加している様子が見られる。
・ グループ活動や全体討議など、教科ごとに話し合
いの場面を意図的に設定している。
・ 学級会活動が前年度より定着し、児童の話し合い
スキルや活動の質が向上している。
・ 階段踊り場の掲示物が良い刺激となり、各学級の
学級会活動の促進につながっている。
・ 特別活動の研究（２年目）により、どの学年でも
活発に話し合い、会の運営に主体的に取り組めてい
る。
【課題】
① 一部の学級で、学力面や「相手を考えた行動」の
未成熟さが見られ、授業・活動の基盤づくりに影響
している。

①特活と連携して情報提供を進め、全体
として情報共有する。文科省の動画など
も活用できる。これらを教育計画に残
す。
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・昨年度から継続している言
語活動への取り組みが、子ど
もたちに定着してきていると
思う。自分の考えを相手に伝
える力、相手の考えを聴き理
解する力を身に付けることが
できるよう、引き続き指導を
続けてほしい。
・各クラスの学級活動の取り
組み内容を掲示したり、達成
目標を数値化して設定する等
も検討して欲しい。
・授業改善が進められた結
果、児童の話し合い活動が活
発になってきている。
・児童に対する教員からの個
別の声掛けが児童のやる気を
大いに引き出すと思う。
・友田小学校の教職員は、
様々な面で児童のために努力
をしていると思う。

・特別活動を中心とする研究
を2年間重ねてきたことで、
児童の話し合いスキルや活動
の質が向上し、良き関わり合
いとともに、学び合いの基礎
の定着につながっている。
次年度の研究の柱は、周年行
事へ向けた取組に移行してい
くが、研究の成果や実践スキ
ルを次年度以降の教育計画に
文書として残し、日常の実践
を継続していく。

読書活動に力を入れ、読書に
親しみ、読む力や想像力を高
めていく。

学
情
図

【成果】
・ 担任による本の貸し出しが児童の読書意欲につな
がり、多くの子が積極的に読書する姿が見られた。
・ 週１回以上の図書室利用や朝読書の推進により、
読書習慣の定着に一定の成果があった。
・ 読書カード（りんごの実）の増加など、児童の読
書量が増えている様子が確認できる。
・ 国語科において関連図書の紹介など、授業と読書
活動を関連づける実践が行われている。
・ 読書旬間（年３回）や読書表彰、読み聞かせの実
施を通して、特に低学年では読書への意欲付けがで
きている。
・ 校長先生による読み聞かせが質の高い読書体験と
なり、児童の読書への関心向上に役立っている。
【課題】
① 読書旬間以外の時期で継続的な読書活動の時間を
確保することが難しい。
② 高学年になるほど読書時間の確保が難しく、読書
習慣の定着にばらつきがある。
③ 学校全体として「読解力の低さ」を感じており、
継続的な読書活動や言語活動の充実が必要。
④ 動画視聴が生活に根付き読書への入りづらさがあ
る中で、来年度に向けて対策を検討する必要があ
る。

①～④現在の朝学習の時間に朝読書の時
間を10分程度設けて、静かに読書する時
間を作ることで読書に親しむだけでなく
学習に向かう気持ちを作っていくことを
提案したい。
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・教職員の指導の甲斐あっ
て、児童の読書への関心が高
まっている。しかし、学校生
活のどこで読書の時間を十分
に確保するかが課題である。
・読書によって身に付く「読
解力」は様々な学びの基礎基
本となるので継続的な取り組
みが必要である。
・学校外では、ゲームや動画
視聴等の時間が優先となり、
読書をする時間は以前よりも
減っていると思う。読書はあ
る程度量を読むことが大切だ
と考えるので、読書表彰を取
り入れる等、よりやる気が出
るような動機付けをしてはど
うか。
・読み聞かせは、本に親しむ
ことができるとても意義のあ
る活動である。これからも継
続してほしい。
・児童の興味関心にあった本
をそろえたり、歴史漫画等読
書のハードルがあまり高くな
い本を薦めることにより、読
書に対する苦手意識を払拭し
ていってはどうか。

・読書および活字離れは、全
国的な課題である。ゲームや
動画視聴等が生活の中で大き
な位置を占めている。だから
こそ、幼い頃から読書に親し
み、読書の楽しみをつかませ
ることが大切である。
本校では、引き続き、各学期
の読書旬間を中心に、読書に
親しむ取組の充実を図る。児
童の図書委員会も普及に頑
張っている。読書通帳の活用
と全校での表彰や掲示、読み
聞かせ、木曜日に朝読書を一
部取り入れるなど工夫してい
く。

タブレットなどＩＣＴ機器の
効果的活用、紙とデジタルの
有用性を考慮し、学習指導を
充実させる。

学
情
図

・ 前学年までの経験を活かし、児童がノート・タブ
レットなど自分に合った媒体を選んで学習できてい
る。
・ 授業の課題提示やまとめ以外のICT活用も模索
し、学び合いながら効果的な活用を進めようとして
いる。
・ 過去２〜３年で、ICT機器の授業内での活用が学
校全体として定着しつつある。
・ ICT担当を中心に校内のサポート体制が機能して
いる。
【課題】
① デジタル機器への苦手意識が解消しきれておら
ず、人に聞いてばかりで心苦しさを感じている職員
もいる。
② ICT活用を進めるには、各教室に１台ずつ大型提
示装置（電子黒板等）が必要で、機器配置が追いつ
いていない。
③ ICT活用は学級差が大きく、誰が担任になっても
一定レベルで取り組めるよう、学校として具体的な
線引き（共通実践）が必要。
④ 授業内でのICT活用は進んでいるものの、目的に
応じた多様な活用（課題提示・まとめ以外）をさら
に学び合う必要がある。
⑤ 電子黒板が全学年に配置できておらず、ICT活用
の最大の利点である「学習者の課題を容易にする」
という効果を十分に発揮できていない。

①聞いてばかりで結構です！もっとどん
どん聞きましょう。
②⑤大型モニターは学級に１台確保でき
るように管理職も含めて検討していく。
③共通実践での線引きというよりは、各
教員のニーズに合わせてICTを活用でき
るようなOJTや相互に教え合うなどの方
法を、学校全体で模索していく。
④OJTを中心にそれぞれのICT活用を紹介
していく。
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・授業内でのICT活用は大き
く進んでいる。しかしなが
ら、教員の活用能力の個人差
は歴然として存在する。その
差を埋めていくため、OJTだ
けではなく、外部講師による
講習（トレーニング）等も必
要であると感じる。
・モラルや常識をもってイン
ターネットが活用できるよう
継続的な指導が必要である。
・デジタルネイティブ世代の
児童は、極自然にICTを使い
こなしているように感じる。
・個別最適な学びを実現させ
るため、紙とデジタルをバラ
ンスよく活用していく。板書
が苦手な子どもたちもいると
思われるので、ＩＣＴを有効
に活用することで、子どもた
ちの学力の向上のサポートに
もなると考える。
・子供達が楽しく学べる様な
環境、システムなどができれ
ばよい。様々なアプリ等も積
極的に取り入れていく。

・電子黒板が次年度、新たに
３台配置されることになって
いる。専科教員の教室と全学
級担任の教室で配置可能とな
り、より日常の授業での活用
がしやすくなる。
・授業支援ソフトの市として
の予算化は叶わなかったが、
次年度は新しい授業支援ソフ
トを取り入れる方向である。
（１年間無償）
・ICTの効果的な活用に向け
て、日常の情報連携をはじめ
OJT研修を計画的に実施して
いく。

〈学校経営方針の重点〉
１．確かな学力の向上　　２．豊かな心の育成　　３．健やかな体の育成　　４．地域と共に歩む学校づくり
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学習課題を工夫し、家庭学習
の習慣化を図る。朝学習（算
数友小ドリル、電子ドリル）
の学習を中心に、既習事項の
習熟を図る。

教
務

【成果】
・ 朝学習の時間が確保できた際は、友小ドリルやド
リルパークなどを活用して学習を進めることができ
ていた。
・ 多くの児童は家庭学習を習慣化できており、日々
の取り組みとして定着している。
・ 各学年で、家庭学習に工夫を加える取り組みが見
られた。
【課題】
① 学校行事などで朝学習の時間が確保できず、継続
的な学びの流れが途切れやすい。
② 一部の児童は家庭の支援や理解を得ることが難し
く、家庭学習の習慣化が進みにくい。
③ 紙教材・電子ドリルに関わらず、学級ごとの取り
組み状況が把握できておらず、学習効果を評価しづ
らい。
④ 取り組み状況の調査を担任に任せると負担が大き
く、実態把握と負担軽減の両立が課題となってい
る。
⑤ 家庭学習の定着そのものが難しく、安定した習慣
化に向けた学校全体の工夫が求められている。

①朝学習の時間は設定されているが、テ
スト返却なども行っている現状がある。
学校全体として本格的に取り組む必要が
ある。
①本格的に始めるのであれば、友小ドリ
ルから見直す必要がある。（単元の順番
が合っていないものがあるため）また、
算数専科が中心となって調査から行える
のであればやっていきたい。
①朝学習の時間を、火曜日は友小ドリ
ル、木曜日は電子ドリルか読書など、次
年度に向けて方針を固めて取り組んでい
く。
③④各学年の朝学習の取り組みをOJTの
時間を使って共有し、今後の取り組みに
生かしていく。
②⑤引き続き家庭に向けて啓発を行って
いく。家庭学習の取り組みを、学級通信
などで配信すると、家庭からの協力が得
やすい。

B
B
B
C
C
C

・家庭学習について、保護者
と児童本人の意識に差が見ら
れる。また、家庭学習は保護
者の協力・サポートが必要と
なるが、家庭によりその差は
大きい。
・朝学習や授業の中で、短時
間であっても継続的に小ドリ
ル等に取り組ませるのはどう
か。スモールステップで着実
に力をつけていくことが可能
になると考える。
・家庭学習に取り組むことで
どのよう効果が出るのか、検
証・実証できる工夫がある
と、目的意識を明確にもてる
と思う。
・インターネット、テレビと
情報化社会の中、家庭学習を
妨げる物が多く、厳しいと思
うが、家庭学習の工夫を推進
していって欲しい。

・全校が一致して取り組む朝
学習の実施状況を全体で共有
した。東京ベーシックドリル
を組み合わせた「算数友小ド
リル」プリントを火曜日に、
木曜日には、電子ドリルまた
は朝読書を実施していく。
・家庭学習の取組は、各学級
が工夫して実施している。今
年度、文書共有を行った。次
年度はＯＪＴ研修として、各
学年の実態や課題を共有し、
取組の充実を図りたい。

２

豊
か
な
心

【経営目標】
命を大切にし、思いやりの心や社会規範を身に付けた子供を育成する

〔本年度の重点〕
基本的な生活習慣を養うとともに、豊かな関わり合いを通して、いじめをなくし、他者を大切にする心を育成する

具体的な方策 評価
担
当

分析結果 改善策 学校関係者評価記入欄 学校の見解と
今後の方向性コメント

挨拶について、各学級で指導
し、振り返りの時間を設け
る。家族、友達、教職員、地
域の知り合い等に、自分から
挨拶ができるように指導す
る。

生
活

【成果】
・ 職員が登校時に積極的に挨拶を行い、挨拶の雰囲
気づくりに取り組んでいる。
・ 挨拶運動や児童会の取り組みにより、活動期間中
は挨拶が増えるなど効果が感じられている。
・ 各学級であいさつ・返事の指導を継続して行って
いる。
・ 挨拶運動が継続的かつ積極的に行われており、学
校全体での意識づくりにつながっている。
【課題】
① 大人から挨拶をしても返ってこない児童が一定数
おり、挨拶の定着にはまだ課題が残っている。
② 挨拶運動の期間は挨拶が増えるが、期間外でも定
着させていきたい。
③ 児童自身が挨拶の意識を高めていけるような振り
返りをしていく。
④ 挨拶にさらに力を入れていくためには、従来の挨
拶運動に加えて一歩進んだ新しい取り組みが必要で
ある。

①～④挨拶をすると気持ち良いという感
覚や挨拶の効果を実感できると良い。特
別活動から挨拶をするとスタンプがもら
える等の案が児童から出てくると良い。
児童が主体的に実施できるような取り組
みを特活部とも連携して検討する。
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・挨拶は社会生活において基
本となるものであり、習慣化
して自然とできるようにした
い。継続的な指導をお願いし
たい。
・自治会をはじめ地域と一体
化した取り組みが必要である
と感じる。また、家庭での指
導も欠かすことができないと
思う。
・学校を訪問した際に、挨拶
をすると返してくれる子ども
たちがたくさんいる。自分か
ら挨拶ができる子どもたちが
更に増えるとよい。
・挨拶ができない児童が挨拶
を自ら行えるようになるに
は、何が必要なのか課題への
対策が明確になっていない。

・挨拶は社会生活、コミュニ
ケーションの基本。児童一人
一人が自然に挨拶ができるよ
う日常的に指導し、伝統的に
実施している特別活動部が推
進する「あいさつの輪運動」
を継続していく。学期ごと
に、学年別に主体者となって
取り組んでいることが意識付
につながっている。児童会も
推進のためのよびかけや取組
を工夫している。同時期に、
家庭や地域でも呼びかけても
られるよう発信していく。

「やさしい言葉はやさしい
心」を意識させ、相手の気持
ちを考え、時や場に応じた丁
寧で正しい言葉遣いについて
指導する。

生
活

【成果】
・ 教員が丁寧な言葉遣いを心がけており、全体とし
て優しい言葉を意識しようとする姿勢がある。
・ 「やさしい言葉の木」など、友達の優しい言動を
見つけて共有する取り組みが効果的であった。
・ 優しい言葉遣いを浸透させるためには、児童の心
理的安定を大切にするという視点が職員間で共有さ
れつつある。
【課題】
① 地域として、家庭での言葉遣いに課題があり、そ
の影響が児童の言葉遣いにも表れている。
② 学校で指導しているものの、優しい言葉遣いが全
員に定着しているとは言い難い。
③ 児童が安心して優しい言葉を使えるようにするに
は、心理的安定の確保が不可欠だが、その実現は容
易ではない。
④ 生活指導上、厳しい指導が必要な場面があるた
め、「優しい言葉」だけでは学校全体の安定を保つ
ことが難しい状況がある。
⑤ 家庭と学校での言葉遣いのギャップが大きく、学
校だけでの取り組みでは限界がある面がある。

①～④まずは教員が感情に走った言葉を
使わないように引き続き意識し、諦めず
に粘り強く指導する。家庭での言葉遣い
の影響は非常に大きいため、道徳授業地
区公開講座等の折に保護者にも啓蒙する
機会を設けられると良い。
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・児童の言葉遣いについては
家庭での取り組みが大きな
ウェイトを占めていると感じ
る。また、TVやインター
ネットからもたらされる言葉
遣いへの影響は大きい。
・友田小学校の言葉遣いへの
指導は、継続した取り組みと
なっており、意識している子
どもたちも多いように思う。
・気持ちが不安定な時にも落
ち着いて、自分の気持ちを適
切な言葉で伝える力を身に付
けていくことができるよう、
反復練習ができるとよい。
・デジタル化が進む世の中
で、言葉によるコミュニケー
ションが少なくなってきてる
ように感じる。そのような現
状だからこそ「正しい日本
語」を学ぶ機会を子供たちに
たくさん与えてほしい。

・言葉遣いについては、実態
アンケートでも、課題のある
項目である。永遠の課題とし
て、日常的に意識し、粘り強
く指導を継続していく。
さらに、家庭環境も大きいた
め、保護者会や道徳授業地区
公開講座の協議会等でも、課
題や家庭教育の工夫などを共
有していけるようにする。

児童相互の交流活動の充実を
図り、互いを思いやり他者を
意識した行動ができるよう指
導する。また、いじめの芽と
なる人間関係の調整を早期に

生
活

【成果】
・ いじめ防止週間の取り組みが丁寧に行われてお
り、教員も日常的にアンテナを高くして児童の様子
を見取っている。
・ 学校全体で「チームとして動く」意識が共有され
つつあり、児童支援に対して組織的に取り組もうと
する姿勢がある。
・ 児童同士・児童と教員の双方が、ゆとりをもって
安心して生活できる環境づくりを重視する考えが広
まっている。
・ 学校全体で児童の心を育むための共通理解を図ろ
うとする意識が職員に根づき始めている。
【課題】
① 相手に優しく接しようと意識できない児童がみら
れる。
② 指導はしているものの、思いやりが不足している
児童が一定数いるという実態がある。
③ 児童や教員が安心して生活できる環境をつくるに
は、心理的ゆとりや時間的な余裕が必要で、それが
十分に確保されていない。
④ 個々の教員の指導に任せるだけでは限界があり、
学校全体として心の育成にどう取り組むかの共通理
解が十分に整っていない。
⑤ 優しさや思いやりの定着には、学年や学級の実態
に大きな差があり、系統的な取り組みが必要であ
る。

①,②,⑤優しさや思いやりの定着を目指
すためにどのような系統的な取り組みを
していくのが効果的か、家庭との連携も
含めて検討していく。
③④いじめの芽が出る前の種の段階で共
有する。課題の大きな児童の共有で時間
がとられてしまうが、気になった段階で
生活指導終礼等で報告し合い、教職員全
体で見守る環境を作っていく。

・引き続き児童と教員の信頼
関係を構築していく必要があ
る。
・思いやりについて考えた
り、相手の立場になって考え
たりすることが重要である。
児童と「読み聞かせの時間」
等を利用して話し合うのも有
効であると思う。
・読書や実体験を通して視野
を広げるなどの取り組みが効
果的である。
・児童間のトラブルについて
は、教職員が丁寧に対応して
いると感じている。引き続き
アンテナを高く張り指導に当
たってほしいと思う。

・東京都教育ビジョンにある
「東京の目指す教育」には
「誰一人取り残さず・・・」
があり、本校の学校経営方針
も「子供一人一人が輝く楽し
い学校」である。一人でも、
悲しい思いが継続するような
状況を放置する訳にはいかな
い。そのため、教員はアンテ
ナ高く児童の様子を見取り、
一人一人の困り感の解消に努
力していく。そして、本校の
連携力の強みを生かし、迅速
な情報連携の下、チームとし
て解決を図っていく。

B
B
回答不
B
B
B

C

C

A

B



なる人間関係の調整を早期に
行い、安心して生活できる教
室環境を築く。

特
活

【成果】
・ 校内研究で取り組んでいる内容が少しずつ日々の
特別活動に浸透してきている。
・ 「話し合いの10の約束」を活用しようとする姿勢
があり、話合い活動の質を高めようとする意識が
育っている。
・ 特別活動の充実が学級経営の安定につながり、児
童が「学校は楽しい」と感じられる環境づくりに貢
献している。
・ たてわり活動、クラブ活動、委員会活動など、学
年を超えた活動が積極的に行われ、児童の体験が広
がっている。
【課題】
① 合意形成を目指した学級活動が十分に成立してお
らず、児童の話し合いが深まりにくい。
② 専科教員にとっては特別活動を指導する場面が少
なく、回答や取り組み方が難しいという側面があ
る。
③ 特別活動が充実しても、学習理解が追いつかない
児童がいると学級全体の安定に影響するため、学習
面の支援も併せて必要。
④ 校内研究の成果をより確実に授業や学級活動へ活
かすためには、全職員での共通理解・実践のさらな
る定着が求められる。

①②研究と連携し、学級活動の指針にな
るようなものを教育計画に入れ、全職員
が共通理解できるようにする。
④研究と連携し、研究主題の副題　～受
け止める・認め合う集団を目指して～に
ついても成果と課題をまとめ、次年度に
生かしていけるようにする。

B
B
B
B
B
B

・児童同士が関わる活動が広
がっているように思える。
・たてわり活動、クラブ活
動、委員会活動等で、他の学
年　の児童と関わる機会は、
リーダーシップを育てたり、
互いに助け合ったりすること
を学べる、よい機会だと思
う。引き続き継続して欲し
い。

・ 研究の取組とも相まっ
て、特別活動の充実が図ら
れ、自己肯定感の高まり、関
係性の深まりなど、児童が楽
しく学校生活を送る一助と
なっている。引き続き、一人
一人の児童が、自己効力感を
もち、主体性も高めていける
よう指導してく。

３

健
や
か
な
体

【経営目標】
心身ともに健康な体を育成する

〔本年度の重点〕
健康な心と体を育成するため、自ら運動に親しみ、健康への意識を高め、心身共に健康的な体を育てる

具体的な方策 評価
担
当

分析結果 改善策 学校関係者評価記入欄 学校の見解と
今後の方向性コメント

「１日１回は外で元気に遊ぼ
う」を奨励し、持久走旬間、
縄跳び旬間を重点に、運動に
親しみ、体力を高める。

体
育

【成果】
・ 児童は体を動かすことが好きで、外遊びや運動に
対する意欲が高い。
・ 中休みや昼休みに「外に出る」習慣がある程度定
着しており、児童が積極的に体を動かせている。
・ 持久走や縄跳びの取組も計画的に実施され、運動
の機会として効果が期待できる。
・ 教員が児童に声をかけながら外遊びを促進するな
ど、指導者側の関わりもある。
【課題】
① 外遊びや運動の機会が持久走・縄跳びや特定の時
間に偏っており、それ以外の時期の運動量が不足し
がちである。
② 外遊びや運動活動をより積極的に推進するために
は、ボール等の用具の充実が必要。
③ 図書室活用と外遊びの時間確保との兼ね合いを検
討する必要がある。
④ 今後、学習指導要領の改訂や時間割の柔軟化に応
じ、朝登校後の朝遊びなど新たな運動時間の確保も
検討課題である。

①,②クラスボールを2つずつに増やす。
フライングディスクが30枚程あり活用し
たい。上校庭の割り振りを低学年、高学
年に分ける等、段階的になくしていく。
③外に出ず図書室に固まっている児童も
いる。特活部（図書委員会）との兼ね合
いを検討し、図書室の開館を昼休みだけ
にする等して中休みに外に出る児童を増
やしていく。
④朝の時間は短く、校庭の児童管理の問
題もあるため。新たな運動時間の確保は
難しい。

B
B
A
B
B
B

・生涯学習の観点から、人生
を楽しむことのできる丈夫な
体作りに継続して取り組ませ
たい。
・健康な身体づくりの為に、
できるだけ外に出て体を動か
す機会をもつことができるよ
う配慮をお願いしたい。
・夏の暑い時期は熱中症の心
配があり、グラウンド以外
（空調の効いた体育館）でも
身体を動かせる機会があると
よい。
・運動会、マラソン大会など
運動系の行事に元気に取り組
んでいると思う。

・体育や休み時間に活用でき
るボールなどの充実を図る。
・外遊びは、引き続き、一日
一回は外に出て遊べるよう声
をかけていく。
・図書室の開放について、昼
休み限定とし、図書委員会児
童も中休みに外遊びができる
ようにする。

体力テスト結果の課題を意識
し、体育指導（運動の量・質
など）を充実させ、体力向
上、健康増進、運動の日常化
に努める。

体
育

【成果】
・ 体育の得意な先生がいらっしゃるため。相談しな
がら児童の運動指導を工夫して進めることができ
た。
・ 単学級であるため時間割の柔軟性が高く、体育館
や校庭を確保しやすく、体育の授業は充実して実施
できている。
・ 児童の運動能力や課題に応じて、体力テストの結
果だけでなく個別の課題を考慮した指導を意識して
いる。
・ 体育科の年間計画の見直しを通じて、用具や場の
準備を共有し、効率的な運動指導を進めようとして
いる。
【課題】
① 夏の暑さにより、児童の外遊び習慣が低下してい
る。
② 体育館を休み時間に開放することは職員の負担が
大きく、代替手段の検討が必要。
③ 運動用具や教具の充実がまだ十分でなく、児童の
運動能力向上のために改善が必要。
④ 体育科年間計画の調整や準備の共有をさらに進め
ることで、より計画的な指導が求められる。

①,②昨今の環境では夏に外遊びができな
いことは致し方ない。中休みに外で遊べ
なかった場合のみ昼休みに体育館を開放
するというルールの周知を徹底する。今
年度からの取り組みのため、来年度も継
続してブラッシュアップしていきたい。
低学年の児童管理のためルール作り等は
必要かもしれない。
③職員作業等の機会に体育用具倉庫を整
理する。校庭用の大きいタイマー、カ
ラーコーンを整備したい。その他、的当
て、セストボール等、予算をみて購入を
検討したい。
④単学年で授業の用具準備も負担が大き
いので、年間計画を見直して同じ種目を
同じ時期に設定できるようにする。準備
が必要な場合は、事前に複数人で準備す
る。

B
B
A
B
B
B

・夏の暑さ対策は学校に限ら
ず大きな課題である。（運動
会・盆踊り・資源回収など）
実施する季節・時刻を精選す
る等できるだけ対策を講じ
る。夏場は今後空調付体育館
の活用が必要になると思われ
る。
・運動が苦手な児童に対して
も、運動の楽しさを感じ身体
を動かす習慣を身に付けるこ
とができるよう、引き続きご
指導をお願いしたい。

・今年度から実施した暑い時
期に、外遊びができないとき
は、学年で曜日を決めて体育
館で体を動かせるよう取組を
継続する。
・体育用具の充実を図り、職
員作業等で、体育倉庫を整
え、使いやすくする。
・主に低・中・高学年で体育
の指導計画を調整するととも
に、固定時間割を調整するな
ど、準備共有ができるよう工
夫していく。
・体育主任を中心に、ＯＪＴ
研修を通して、体育の指導を
学び合っていく。

定期健康診断の結果や児童の
実態をもとに、児童及び保護
者の健康管理への意識啓発に
努める。

体
育

【成果】
・ 養護教諭が適時的確に対応しており、職員が安心
して健康管理を任せられる体制が整っている。
・ 保健だよりを通じた啓発活動が定期的に行われて
おり、児童も内容を意識して読んでいる。
・ 健康管理や啓発活動が学校全体として継続的に行
われており、一定の効果が見られる。
【課題】
① 健康管理に対する児童の意識は全体的にまだ低
く、さらなる啓発や習慣化が必要。
② 保護者も文章を読む余裕がないので、データを基
にした視覚的な情報提示をより多くすることで、啓
発効果をさらに充実させることができる。

①児童の健康意識を高めるため、今年度
から学校歯科医を招いて3年生対象に歯
科保健指導を実施する。身体測定前の保
健指導も継続し、引き続き啓発に努めて
いく。
②保健だよりにイラスト等を効果的に使
い、視覚的な情報をより充実させる。

・養護教諭に健康管理を任せ
られる体制はとても重要であ
ると思う。
・子供が学校で体調不良を訴
えたり、怪我をしたりした際
には、すぐに連絡が入り、丁
寧に対応してもらっているの
で大変助かっている。
・健康管理への意識・啓発に
ついては、積極的に取り組ん
でいると感じている。更に活
発な情報発信を望む。
・児童及び保護者に対して発
信する内容に、栄養学につい
ての情報を入れてはどうか。

・定期的に発行している保健
だよりを意識的に担任からも
指導するとともに、身体計測
時に、養護教諭からショート
指導を継続する。保健だより
はスクリレでも送り、保護者
にも役立ててもらう。
・今年度から実施した歯科校
医による「歯科保健指導」を
毎年３年生で実施していく。
・健康の基盤となる食育（栄
養学）の視点にも配慮してい
く。

【経営目標】
学校・家庭・地域が一体となった開かれた学校をつくる

〔本年度の重点〕
地域の教育力を活用し、教育活動の充実を図り、郷土愛を育む。

具体的な方策 評価
担
当

分析結果 改善策 学校関係者評価記入欄 学校の見解と
今後の方向性コメント

B
B
回答不
B
B
B
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B



４

地
域
と
共
に
歩
む
学
校
づ
く
り

学校・学年での様子を、各種
便り、スクリレ・ＨＰ等を活
用して広く公開する。

学
情
図

【成果】
・ 専科の先生方を中心に情報公開が行われ、担任も
学級通信などで情報発信を行っている。
・ 校外学習や学校行事に関して、できる範囲で情報
を共有し、保護者への配慮がなされている。
・ 個人情報の取り扱いに配慮しながら、学校として
情報発信の体制を整えている。
【課題】
① 児童対応が多く、事務時間が不足しており、情報
発信や記録の時間を確保しにくい。
② 校外学習など一部の情報がHPに掲載されない場合
があり、保護者に十分に伝わらないことがある。
③ 学年によって活用状況に差があり、保護者の不満
や不安につながる可能性がある。
④ 情報発信が緊急性や学校側の都合に偏っており、
地域との連携や開かれた学校作りの視点とはずれが
ある。
⑤ 地域一体型の学校運営について、学校全体で共通
理解と方針を整理し、議論する必要がある。

①②今年度は人員不足により、打ち合わ
せが十分でなかったり、掲載が難しいこ
ともあった。だが、今後もICT支援員と
も協力してHPに掲載できるように努力し
ていく。
③不満や不安につながらないように、ス
クリレでのお便りやHPを活用して満遍な
く公開している。今後も継続していく。
④⑤朝会での校長の話や校内掲示、ま
た、地域とのつながりある学習の様子な
どを、適宜発信することで、開かれた学
校づくりを推進していく。

B
B
B
B
B
B

・ICTを活用した情報展開は
今後ますます重要になってい
く。
・スクリレには限定的ではあ
るが返信機能がある。しか
し、現在はあまり有効活用さ
れていないため、今後の課題
となる。スクリレの使用は定
着してきており、情報発信の
手段として有効活用されてい
ると思う。
・学校便りが自治会の回覧で
回ってくるが、自治会の加入
率も高くはないので公開方法
については検討の余地がある
と考える。

・各学年や学校のお便りをス
クリレでも、即時送ること
で、情報共有が進んでいる。
これからも、継続していく。
・ホームページについては、
前年度と比べると情報発信を
進めることができた。専科教
員や管理職など役割分担の中
で、無理なく発信を継続して
いく。

地域人材の活用や文化財に関
する学習や自然環境を生かし
た学習等を通して地域愛を育
む教育（青梅学）を実践す
る。

教
務

【成果】
・ 講談師による玉川上水の話や、友田小のお囃子体
験など、多様な学習活動を児童に提供できている。
・ どの学年でも様々な取り組みが行われており、教
育効果が十分にあがっていると感じられる。
・ 地域文化や地域資源を活用した体験学習を通し
て、児童の学びの幅を広げている。
【課題】
① 実施の様子や成果が十分に把握されていない部分
があり、全体としての効果の見える化が課題。
② 青梅学に関する取り組みを整理し、単発の活動
（お囃子、講談、ヤマメ飼育体験など）がどの位置
づけになるか系統的に考える必要がある。
③ 活動が単発で行われているため、青梅学の全体的
なカリキュラムとしての整合性や連続性を検討する
必要がある。

①OJTで各学年独自の取り組みを紹介し
ていく。
②③来年度、周年行事と連携しながら、
様々な取り組みを友田小としてどの位置
に取り込んでいくか検討していく。

・青梅市及び自治体、企業を
活用した取り組みも有効であ
ると思う。
・郷土愛は体験や地域の人々
から受けた愛情から生まれる
と思う。児童に是非とも必要
な取り組みである。
・地域の人材活用の具体例を
学校だよりやスクリレ等で
PRすると共に、人材募集も
具体的な仕事の内容を明確に
して進めて欲しい。
・自分の住んでいる友田町、
または青梅の歴史知ると言う
事は大きな意義がある事だと
思う。これからも、継続を希
望する。

・成果に記載の通り、各学年
で地域の方々に来ていただ
き、友田小ならではの特色あ
る学びを進められている。こ
れを教員の異動があっても、
継続して行えるようカリキュ
ラムに位置づけて実施してい
く。
・５０周年の節目の中、次年
度は、開校当時のことや学校
や地域のことを知ることがで
きるような取組も進めてい
く。

５

そ
の
他
の
重
点

【経営目標】
指導力等の向上を図り、組織的で協働的な学校体制をつくる

〔本年度の重点〕
業務の効率化を目指しつつ、指導力の向上等、人材育成を推進する

具体的な方策 評価
担
当

分析結果 改善策 学校関係者評価記入欄 学校の見解と
今後の方向性コメント

教職員間の連携を密に取り、
校内研究やＯＪＴ研修会など
の学び合いを通して、教員の
資質や指導力向上を図る。

担
当

【成果】
・ OJT研修が計画的に進められており、職員の指導
力向上の機会が確保されている。
・ 研修を通じて他の教員の実践を知ることができ、
学習指導の参考にできている。
・ 新任職員や異動者に対して、段階的に研修や支援
が提供される体制が整いつつある。
【課題】
① OJT研修の日程が行事等と重ならないよう調整す
る必要がある。
② 職員の体調不良や人員体制の厳しさにより、研修
時間や講師の確保が十分でない。
③ プライバシー保護の観点から情報共有が制限され
る場合があり、児童指導に必要な情報が早期に伝わ
らないことがある。
④ OJTをさらに有効に活用するため、勤務時間内で
の時間確保（例：30分枠）など、計画的な研修運営
の工夫が必要。
⑤ 教科の学習参観や研修参加をもっと気軽に行える
環境づくりが求められる。

①④時間確保が十分にできるよう、日程
の設定を検討する。時間確保が難しい場
合は、学情図中田先生先導のもとGoogle
チャットを活用した研修を計画する。
②友田小の先生方は、ベテランで実力の
ある先生が多いのですが、なぜか講師依
頼をしても遠慮される方が多いので、今
後の依頼方法について検討する。
③青梅市のポリシーにのっとって、今後
もできる限りで対応していく。
⑤毎学期、授業観察の指導案を全員に配
布しているので、それに合わせて授業を
見に行く形がよい。

A
B
B
C
B
B

・外部機関を活用した効率の
良い研修を検討すべきであ
る。
・時間のない中、研修時間を
生み出し、継続してＯＪＴの
取り組みが行われ、資質向上
を目指していることは大変素
晴らしい。
・教職員が奮闘している事は
理解しているつもりだが、如
何せんマンパワーの不足は否
めないと思う。今後も広く人
員を獲得する努力が欠かせな
い。
・友田小学校の教職員は、子
供たちのためにたゆまぬ努力
を続けていると感じる。

・月１～２回、実施している
ＯＪＴ研修により、ＩＣＴ機
器の活用をはじめ多分野の学
び合いが進んでいる。全教員
が自分の得意分野や研修した
内容を一度は全体共有できる
よう計画を立てていく。
・授業を互いに観合う機会を
これからも大切にしていく。
１・２学期の授業観察の際
は、指導案を全教員に配布
し、日程も早めに分かるよう
にし、計画的な参観を心がけ
ていく。

「チーム友田小」として、教
職員がそれぞれの持ち味を発
揮し、協働して指導にあた
る。 
教育目的を担保しつつ、業務
の見直しおよび効率化など、
働き方および働きがい改革を
推進する。 

B-
管
理
職

【成果】
・ 職員同士が声を掛け合い、助け合いながら業務を
進める文化がある。
・ ベテラン職員の知見やアイデアを相談すること
で、指導力向上や業務改善に役立てることができて
いる。
・ 管理職のリーダーシップにより、職員がこまめに
動きやすい環境が整えられている。
【課題】
① 業務やイベント、人員配置などの情報共有が不十
分で、進行状況が分かりにくい場合がある。
② 一部の職員に業務が集中し、特定の「できる人」
に負荷が偏る状態が続いている。
③ 教育活動が個人の頑張りに依存しているため、持
続可能な組織運営の見直しが必要。
④ 行事の精選やタスクの整理など、業務効率化の取
り組みが求められる。
⑤ ベテラン職員の知見やアイデアをもっと簡単に共
有できる方法を確立し、働き方改革や指導力向上に
生かす必要がある。

①教育計画に記載されていないイベント
等については、文書を起こし、関係する
教職員と早めに連携できるようにする。
②③業務ができるだけ分散できるよう分
掌配置を心がけるとともに、分掌主任は
計画等で配慮願いたい。さらに、持続可
能な組織運営について、各分掌における
工夫とともに、アイデアを求めたい。各
教員の週持ち時数を減らす努力は継続し
ていく。
④行事の精選はかなり進んでいると思
う。さらなる精選は教育目的とも勘案し
て、具体案を出していくことが大事であ
る。
⑤知見やアイデアの簡易な共有について
は、具体案を求めたい。各分掌でも話題
とし、経営会議でも検討する。
次年度から本格的に進めていく、周年行
事の推進についても、新たに分掌を増や
すことなく、協議日程含め校内研究に位
置づけて推進する。

A
B
B
B
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・仲間同士のコミュニケー
ションを大切にしながら組織
の構築を進める必要がある。
「ベテランの方が多い」とい
う友田小学校の特徴を生か
し、一人一人の教職員がより
活躍できるよう、校務分掌の
内容や業務量の見直等、改革
を進めていく必要がある。
・管理職が強いリーダーシッ
プを発揮し、組織全体を力強
く牽引していってもらいた
い。
常にチームであることを意識
し、組織として物事に取り組
むことが肝要である。ONE
FOR ALL  ALL FOR ONE の
精神を大切にしていくべきで
ある。

・今年度は、複数の教員の欠
員があったが、各分掌でそれ
をフォローすることで乗り越
えることができた。（管理職
も一部担った。）大変な面は
あったが、助け合える教職員
集団であることを誇りに思
う。
・方向性は、改善策に記載の
通りだが、人事配置や校務分
掌配置はできるだけ、業務の
分散化が図れるよう努力して
いく。講師時数も確保できる
よう申請し、教員の週持ち時
数も減らせるよう努力する。
・職層による業務の多少の違
いはやむを得ないが、チーム
友田小として「子供一人一人
が輝く楽しい学校」を目指し
ていく。

A
B
回答不
B
B
B

B

B

B


